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土
教
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け
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善
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研
究
」
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学
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攻
研
究
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崎
真
純
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本
論
文
の
目
的
は
、
中
国
浄
土
教
の
大
成
者
と
い
わ
れ
る
善
導
の
思
想
が
、
善
導
以
後
の
中
国
、
ひ
い

て
は
日
本
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
影
響
し
た
の
か
を
総
合
的
・
体
系
的
に
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

従
来
、
日
本
に
お
け
る
中
国
浄
土
教
の
研
究
は
、
曇
鷺
・
道
紳
・
善
導
を
一
連
の
系
譜
と
し
た
教
学
の

研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
法
然
・
親
鷺
の
理
解
に
つ
い
て
の
詳
細
な
会
通
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。
法
然
は
『
選
択
集
』
「
二
門
章
」
に
お
い
て
、

浄
土
宗
ェ
亦
有
コ
血
脈
一
。
但
シ
於
才
浄
土
一
宗
一
-
諸
家
亦
不
同
ナ
リ
。
所
謂
ル
塵
山
ノ
慧
遠
法
師
、
慈
感
三

蔵
、
道
締
・
善
導
等
是
也
。
(
『
浄
真
全
』
一
・
一
二
五
八
頁
)

と
「
浄
土
三
流
」
と
し
て
慧
遠
流
・
慈
感
流
・
善
導
流
に
分
類
す
る
。
思
想
的
立
場
か
ら
み
る
と
、
慧
遠

流
は
観
念
念
仏
、
慈
感
流
は
禅
浄
戒
合
修
、
善
導
流
は
称
名
念
仏
と
い
う
区
分
が
で
き
る
。
ま
た
善
導
流

に
つ
い
て
、
『
黒
谷
上
人
語
灯
録
』
巻
九
所
収
の
『
浄
土
玉
祖
伝
』
を
み
れ
ば
、

曇
鷲
道
締
善
導
懐
感
少
康
(
『
真
聖
全
』
四
・
四
七
七

1
四
九
九
頁
)

の
系
譜
を
考
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
『
選
択
集
』
後
序
の
「
偏
ニ
依
コ
善
導
一
師
一
-
」
(
『
浄
真
全
』
一

.
一
三
二
四
頁
)
の
文
か
ら
み
れ
ば
、
法
然
自
身
も
間
違
い
な
く
善
導
流
の
法
脈
を
継
い
で
い
た
こ
と
に

な
る
。
親
鷺
も
「
高
僧
和
讃
」
に
お
い
て
、

曇
驚
和
尚

震
旦
道
締
禅
師

善
導
禅
師
(
『
浄
真
全
』
二
・
四
六
六
頁
)

と
あ
る
よ
う
に
、
法
然
と
同
じ
善
導
流
に
属
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
法
然
・
親
鷺
の
こ

の
系
譜
と
と
も
に
、
中
国
浄
土
教
の
流
れ
は
通
り
一
遍
に
理
解
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
な
が
ら
、
中
国
に
お
い
て
は
全
く
異
な
っ
た
系
譜
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
宗
暁
が
著
し

た
『
楽
邦
文
類
』
(
一
二

O
O年
成
立
1
)

の
「
蓮
杜
継
祖
玉
大
法
師
伝
」
に
お
い
て
、

慧
遠
|
善
導
|
法
照
|
少
康
|
省
常
|
宗
蹟
(
『
大
正
蔵
』
巻
四
七
|
一
九
二

c
一
八

1
一
九
三
三
ヱ
ハ
)

と
さ
れ
、
ま
た
志
磐
が
著
し
た
『
仏
祖
統
紀
』
(
一
二
六
九
年
成
立
)
の
「
蓮
杜
七
祖
」
に
お
い
て
、

慧
遠
|
善
導
|
承
遠
|
法
照
|
少
康
|
延
寿
|
省
常
(
同
四
九
|
二
六

O
c
一
九

1
一
一
四
)

と
す
る
。
こ
れ
ら
の
系
譜
は
、
そ
の
後
、
歴
代
の
高
僧
が
加
え
ら
れ
て
近
代
に
ま
で
至
る
(
戒
度
『
塵
山

蓮
宗
宝
鑑
』
等
)
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
善
導
が
蓮
社
の
第
二
祖
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
書
物
は
ち
ょ
う
ど
法
然
・
親
驚
と
同
時
代
に
成
立
し
た
書
物
で
あ
る
が
、
奇
し
く
も
時
を
同
じ
く
し
て

考
え
ら
れ
た
中
国
と
日
本
の
全
く
異
な
る
こ
の
系
譜
は
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て
主
張
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
中
国
で
は
観
念
念
仏
も
称
名
念
仏
も
ど
ち
ら
も
同
じ
念
仏
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ

れ
故
に
、
こ
れ
ら
の
系
譜
は
各
時
代
を
代
表
す
る
念
仏
者
と
し
て
の
系
譜
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
善
導
の
系
譜
か
ら
見
た
場
合
、
中
国
と
日
本
で
は
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
し
か
し
『
楽

邦
文
類
』
・
『
仏
祖
統
紀
』
は
、
い
わ
ゆ
る
「
往
生
伝
類
」
と
い
う
伝
記
上
に
お
い
て
善
導
を
位
置
づ
け

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
伝
記
よ
り
前
に
は
少
康
・
文
誌
の
『
往
生
西
方
浄
土
瑞
応
酬
伝
』
よ
り
始
ま
り
、

戒
珠
の
『
浄
土
往
生
伝
』
、
王
古
の
『
新
修
往
生
伝
』
、
遵
式
の
『
往
生
西
方
略
伝
』
等
が
あ
る
。
こ
の

脈
々
と
続
く
「
往
生
伝
類
」
の
中
に
『
楽
邦
文
類
』
と
『
仏
祖
統
紀
』
も
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
「
往

生
伝
類
」
を
一
線
上
に
し
て
善
導
の
評
価
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
も
い
え
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
「
往
生
伝
類
」
が
成
立
し
て
い
く
一
方
、
善
導
教
学
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
た
仏

教
者
も
多
く
存
在
す
る
。
善
導
の
弟
子
で
あ
る
懐
感
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
「
善
導
後
身
」
と
い
わ
れ

る
法
照
や
善
導
の
『
観
無
量
寿
経
義
疏
』
を
参
照
し
つ
つ
、
『
仏
説
観
無
量
寿
経
』
を
註
釈
す
る
知
礼
や



元
照
等
で
あ
る
。
彼
ら
は
「
往
生
伝
類
」
に
お
け
る
善
導
伝
の
行
跡
を
交
え
つ
つ
、
善
導
の
思
想
を
感
受

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
善
導
の
書
物
か
ら
み
る
思
想
を
如
実
に
受
け
入
れ
よ
う
と
し
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

ま
た
日
本
浄
土
教
に
お
い
て
も
、
右
の
宋
代
の
中
国
仏
教
者
と
同
様
の
趣
意
と
言
え
る
か
は
改
め
て
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
問
題
は
善
導
の
書
物
の
流
伝
と
大
き
く
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
法
然

・
親
鷺
へ
と
続
く
日
本
浄
土
教
に
何
故
、
善
導
の
思
想
が
強
く
影
響
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
後
代
に
お
け

る
善
導
の
影
響
の
変
遷
を
探
る
と
と
も
に
、
日
中
浄
土
教
に
お
け
る
善
導
の
影
響
の
相
異
を
考
察
す
る
こ

と
が
本
論
の
目
的
で
あ
る
。

研
究
方
法
・
計
画

ま
ず
中
国
仏
教
・
中
国
浄
土
教
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
定
義
す
る
。
中
国
仏
教
と
は
、
「
中
国
に
お
け

る
仏
教
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
同
時
に
「
中
国
人
の
仏
教
」
や
「
中
固
化
し
た
仏
教
」

を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
中
国
仏
教
を
研
究
す
る
上
で
、
印
度
か
ら
継
承
す
る
仏
教
理
解
と
、
中
国
の

歴
史
や
文
化
・
思
想
の
概
観
的
な
理
解
が
前
提
と
な
る
2
0

中
国
の
文
献
と
し
て
、
最
も
早
く
仏
教
に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ
る
の
は
『
後
漢
書
』
の
「
楚
王
英

伝
」
で
あ
る
。
永
平
八
年
(
六
五
)
に
楚
王
英
が
謀
反
を
起
こ
す
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
が
か
け

ら
れ
、
異
母
兄
で
あ
る
明
帝
が
出
し
た
詔
勅
の
中
で
、
英
は
か
ね
て
よ
り
黄
老
・
浮
屠
の
教
え
を
守
り

再
開
に
つ
と
め
て
い
る
真
面
目
な
人
物
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
絹
を
納
め
る
こ
と
で
処
罰
し
な
い
と
し

た
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
漢
の
朝
廷
と
し
て
、
外
来
の
宗
教
で
あ
る
仏
教
を
信
仰
す
る
こ
と
を
公
認

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
楚
王
英
の
所
領
に
、
異
国
の
仏
教
僧
侶
が
居
住
し
て
い
た
と
い
う
記

述
も
あ
る
。
ま
た
永
平
年
間
に
中
イ
ン
ド
の
迦
葉
摩
騰
・
竺
法
蘭
が
『
四
十
二
章
経
』
を
携
え
て
洛
陽

を
訪
れ
、
白
馬
寺
を
建
立
し
て
経
典
を
安
置
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
3
0

こ
の
よ
う
に
中
国
に
伝
わ
っ
た
仏
教
は
、
初
期
は
道
教
、
儒
教
と
並
立
す
る
形
で
受
容
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
初
期
の
仏
教
は
、
道
教
と
い
う
素
地
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
中
国
に
広
く
受
け
入
れ

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
後
に
多
く
の
仏
教
経
典
が
漢
訳
さ
れ
、
ま
た
い
わ
ゆ
る
「
格
義
仏
教
」
と
い
わ
れ

る
よ
う
な
形
で
中
国
に
お
い
て
受
容
さ
れ
な
が
ら
、
仏
教
、
道
教
、
儒
教
と
い
う
三
教
が
様
々
な
形
で

関
係
し
あ
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
「
中
国
仏
教
」
と
は
、
「
中
国
の
仏
教
化
」
と
「
仏
教
の
中
国
化
」

と
い
う
二
つ
の
側
面
を
も
っ
。
こ
の
二
側
面
を
考
慮
に
入
れ
、
「
中
国
仏
教
」
の
語
句
を
扱
う
。

中
国
浄
土
教
と
は
、
柴
田
泰
氏
に
よ
る
と
、
中
国
仏
教
全
体
が
中
国
浄
土
教
全
て
に
通
じ
る
と
す
る
。

ま
た
、
中
国
に
お
い
て
浄
土
教
が
一
宗
派
と
し
て
独
立
し
な
か
っ
た
こ
と
を
問
題
と
し
、
宗
派
と
し
て

の
位
置
づ
け
で
は
な
く
、
中
国
仏
教
全
般
を
対
象
と
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
述
べ
る
4
0

本
論
文
で
扱
う
「
中
国
浄
土
教
」
も
、
こ
の
柴
田
泰
説
を
承
け
、
宗
派
と
学
派
の
関
係
で
は
な
く
、

中
国
仏
教
全
般
に
共
通
す
る
も
の
と
し
て
理
解
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
善
導
在
世
当
時
の
浄
土

教
が
一
宗
派
と
し
て
確
立
し
て
い
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
善
導
以
後
に
お
い
て
も
中
国
で
は
浄
土
教

が
宗
派
と
し
て
成
立
し
た
記
載
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

次
に
、
中
国
仏
教
の
時
代
的
区
分
に
つ
い
て
定
義
す
る
。
鎌
田
茂
雄
氏
は
、

第
一
期
初
期
翻
訳
時
代
・
・
・
仏
教
伝
来
か
ら
東
晋
(
釈
道
安
)
ま
で

第
二
期
準
備
育
成
時
代
・
・
・
鳩
摩
羅
什
よ
り
南
北
朝
末
ま
で
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第
三
期
諸
宗
成
立
時
代
・
・
・
随
唐
時
代

第
四
期
間
化
融
合
時
代
・
・
・
宋
代
以
後

と
い
う
時
代
区
分
を
し
て
い
る
5
0

善
導
の
生
没
年
が
六
二
二
年
か
ら
六
八
一
年
な
の
で
、
こ
の
区

分
で
は
第
三
期
に
あ
た
る
。
し
か
し
こ
の
区
分
は
中
国
仏
教
全
体
の
時
代
区
分
で
あ
り
、
中
国
浄
土
教
と

し
て
の
時
代
区
分
で
は
な
い
。

ま
た
浄
土
教
の
時
代
区
分
に
つ
い
て
道
端
良
秀
氏
は
、

第
一
期
準
備
時
代
・
・
・
浄
土
経
典
の
伝
来
よ
り
惰
(
後
漢
、
三
園
、
両
晋
、
南
北
朝
、
惰
)

第
二
期
立
教
時
代
・
・
・
唐
代

第
三
期
融
合
時
代
・
・
・
玉
代
、
宋
代

第
四
期
表
退
時
代
・
・
・
元
、
明
、
清
お
よ
び
現
代

と
ま
と
め
る
6
0

こ
の
分
類
で
は
善
導
は
第
二
期
、
立
教
時
代
に
あ
た
る
。

い
ず
れ
の
区
分
に
お
い
て
も
、
善
導
は
浄
土
教
や
そ
の
他
の
宗
派
の
発
展
段
階
に
位
置
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
論
文
で
は
、
日
本
仏
教
、
特
に
平
安
・
鎌
倉
仏
教
と
の
比
較
を
検
討
す
る
た
め
、

道
端
良
秀
氏
の
時
代
区
分
で
い
え
ば
「
第
三
期
融
合
時
代
」
ま
で
を
そ
の
研
究
範
囲
と
す
る
。

本
論
文
は
ま
ず
第
一
章
で
、
伝
記
、
特
に
「
往
生
伝
類
」
か
ら
見
る
善
導
の
影
響
を
概
観
す
る
。
岩
井

大
慧
氏
の
『
日
支
仏
教
史
論
孜
』
(
原
書
房
・
一
九
八

O
年
)
所
収
の
「
善
導
伝
の
一
考
察
」
を
も
と
に

善
導
伝
所
収
の
「
往
生
伝
類
」
を
特
定
し
、
そ
の
後
で
善
導
伝
に
み
る
様
々
な
問
題
を
取
り
扱
う
。

善
導
伝
に
つ
い
て
先
行
研
究
か
ら
問
題
と
な
る
の
は
、
善
導
捨
身
往
生
説
と
善
導
二
人
説
で
あ
る
。
捨

身
往
生
説
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先
行
研
究
に
お
い
て
善
導
の
捨
身
往
生
説
は
史
実
で
は
な
く
後
代
に
生

じ
た
誤
伝
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
何
故
、
善
導
に
捨
身
往
生
を
付
属
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、

そ
の
問
題
に
つ
い
て
言
及
し
て
み
た
い
。
次
に
、
善
導
二
人
説
に
つ
い
て
は
、
善
導
・
善
道
と
二
人
の
伝

記
が
出
て
く
る
こ
と
に
由
来
す
る
が
、
は
た
し
て
こ
れ
は
善
導
・
善
道
と
い
う
人
物
が
二
人
い
た
の
か
、

善
導
伝
を
二
つ
に
故
意
に
分
け
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
従
来
よ
り
問
題
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
第
三
章

で
も
取
り
扱
う
『
念
仏
鏡
』
の
作
者
で
も
あ
る
善
道
と
も
関
連
す
る
の
で
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
て
お
く
必

要
が
あ
る
。
第
三
節
で
扱
う
「
善
導
後
身
」
・
「
後
善
導
」
に
つ
い
て
は
、
善
導
伝
の
問
題
と
い
う
よ
り

も
む
し
ろ
、
善
導
の
尊
称
を
も
っ
て
讃
え
ら
れ
た
法
照
と
少
康
の
問
題
で
あ
る
。
一
見
、
同
類
の
呼
称
に

も
見
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
呼
称
に
区
別
が
あ
る
の
か
、
な
い
の
か
を
検
討
す
る
。

第
二
章
で
は
、
善
導
の
教
学
的
影
響
を
み
る
た
め
、
ま
ず
は
唐
代
の
仏
教
者
、
特
に
懐
感
・
法
照
・
飛

錫
の
そ
れ
ぞ
れ
の
書
物
と
の
関
連
を
み
て
い
く
。
懐
感
は
善
導
の
弟
子
と
い
わ
れ
る
人
物
で
あ
る
が
、
そ

の
思
想
的
影
響
は
古
来
よ
り
、
「
十
五
同
十
三
異
」

7

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
異
な
る
点
も
多
く
存
在
す

る
8
0

そ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
善
導
の
教
学
と
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
の
関
係
に
つ

い
て
述
べ
る
。
善
導
と
法
照
の
思
想
的
共
通
点
と
し
て
後
章
で
も
述
べ
る
よ
う
に
、

①
善
導
作
の
讃
が
最
も
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
。

②
所
依
の
経
典
は
い
わ
ゆ
る
「
浄
土
三
部
経
」
で
あ
る
。

③
五
会
念
仏
は
般
舟
三
味
、
称
名
念
仏
で
あ
る
。

の
三
点
が
主
に
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
整
理
を
踏
ま
え
て
法
照
と
善
導
の
思
想
的
関
係
に
つ
い
て
述

べ
る
。
飛
錫
は
、
『
念
仏
三
昧
宝
王
論
』
や
『
往
生
浄
土
伝
』
を
著
し
、
浄
土
教
に
も
造
詣
が
あ
っ
た
と

さ
れ
、
ま
た
懐
感
と
繋
が
り
の
あ
る
千
福
寺
に
住
し
て
い
た
と
の
記
述
も
あ
る
の
で
、
善
導
の
教
学
的
影

響
の
有
無
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
浄
土
教
の
他
に
律
や
天
台
の
教
え
に
も
傾
倒
し
て
い
た
と
さ

-3 -



れ
、
宋
代
に
み
ら
れ
る
融
合
思
想
の
先
駆
け
と
な
っ
た
人
物
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
善
導
と
飛
錫
の

関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
必
要
が
あ
る
。

第
三
章
で
は
、
宋
代
に
み
ら
れ
る
善
導
の
書
物
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
善
導
の
書
物
は
「
五

部
九
巻
」
と
い
わ
れ
、
そ
れ
以
外
の
書
物
は
な
い
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
宋
代
の
書
物
を
見
る
限
り
、

善
導
の
書
物
と
し
て
現
れ
る
の
が
『
念
仏
鏡
』
・
『
臨
終
正
念
訣
』
・
『
浄
業
専
雑
二
修
』
・
『
勧
化
径
路
修

行
煩
』
(
「
勧
化
偶
乙
で
あ
る
。
特
に
『
念
仏
鏡
』
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
著
者
は
道
鏡
、
善
道
の
共
集

と
さ
れ
、
第
二
章
で
も
述
べ
る
善
導
二
人
説
に
大
き
く
関
連
す
る
。
道
鏡
に
つ
い
て
は
、
『
漢
家
類
来
往

生
伝
』
巻
中
や
『
戒
珠
集
往
生
浄
土
伝
』
巻
中
に
あ
る
相
州
日
光
寺
道
鏡
(
生
没
年
不
詳
)
の
こ
と
で
あ
る
と

さ
れ
る
。
ま
た
善
道
に
つ
い
て
は
、
現
在
何
者
で
あ
る
か
判
明
し
て
い
な
い
。
ま
た
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、

概
ね
八
世
紀
末

i
九
世
紀
初
頭
の
書
物
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
特
定
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
内

容
に
つ
い
て
、
道
紳
や
善
導
、
懐
感
ら
に
言
及
す
る
浄
土
教
に
関
係
す
る
書
物
で
あ
り
、
念
仏
の
超
超
性

を
一
貫
し
て
説
く
も
の
で
あ
る
た
め
、
従
来
、
善
導
の
教
学
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
概
観
す
れ

ば
以
上
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
が
、
善
導
の
書
物
と
し
て
真
偽
を
特
定
す
る
と
と
も
に
、
善
導
の
書
物
と

し
て
扱
わ
れ
た
宋
代
に
お
い
て
、
善
導
の
教
学
は
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
た
の
か
を
考
察
し
た
い
。

第
四
章
で
は
、
宋
代
の
仏
教
者
か
ら
み
る
善
導
の
影
響
と
し
て
、
特
に
知
礼
・
遵
式
・
元
照
を
取
り
上

げ
る
。
三
師
と
も
い
わ
ゆ
る
天
台
浄
土
教
の
仏
教
者
と
さ
れ
る
。
と
く
に
知
礼
の
『
観
無
量
寿
経
疏
妙
宗

紗
』
・
元
照
の
『
観
無
量
寿
経
義
疏
』
に
つ
い
て
は
、
智
韻
偽
撰
と
さ
れ
る
『
観
無
量
寿
仏
経
疏
』
を
善

導
の
『
観
無
量
寿
経
疏
』
と
交
え
つ
つ
解
釈
を
試
み
る
。
ま
た
遵
式
は
、
善
導
の
「
十
声
」
理
解
を
さ
ら

に
具
体
化
し
、
「
十
念
」
と
は
西
に
向
か
っ
て
合
掌
し
、
阿
弥
陀
仏
の
名
を
一
息
の
中
に
続
け
て
称
名
す

る
こ
と
を
一
念
と
す
る
。
こ
れ
を
十
回
繰
り
返
し
て
十
念
と
な
る
。
道
式
は
十
念
の
内
容
を
、
善
導
の
解

釈
よ
り
さ
ら
に
「
称
名
念
仏
」
の
意
義
を
際
立
た
せ
た
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
宋
代
に
入
り

『
観
経
』
の
註
釈
書
と
し
て
善
導
の
『
観
無
量
寿
経
義
疏
』
が
重
用
さ
れ
、
ま
た
善
導
教
学
の
影
響
を
受

け
つ
つ
も
さ
ら
に
独
自
の
理
解
を
示
す
こ
の
三
師
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

第
五
章
で
は
、
日
本
浄
土
教
に
お
け
る
善
導
の
影
響
で
あ
る
。
奈
良
時
代
に
善
導
の
五
部
九
巻
は
日
本

へ
と
伝
来
し
た
。
時
代
は
前
後
す
る
が
、
中
国
で
い
え
ば
唐
代
中
期
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
の

仏
教
に
お
い
て
善
導
の
書
物
を
顧
み
る
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
平
安
仏
教
に
お
い
て
珍
海
や
永
観
、

源
信
な
ど
少
数
で
は
あ
る
が
善
導
の
思
想
を
引
証
す
る
者
が
現
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
ら
が
善
導
の
影
響

も
受
け
た
こ
と
は
大
き
い
が
、
特
に
善
導
の
影
響
を
受
け
た
の
は
法
然
・
親
驚
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
法
然
は
「
偏
ニ
依
コ
善
導
一
師
ご
と
い
う
文
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
善
導
に
対
す
る
全
面
的

な
依
患
の
立
場
を
示
し
て
い
る
。
法
然
は
全
著
作
の
中
で
善
導
の
文
を
引
用
す
る
こ
と
、
一

O
O
文
以
上

に
及
ぶ
。
『
選
択
集
』
を
見
て
も
、
そ
の
大
半
を
善
導
の
著
作
か
ら
引
用
し
、
そ
の
釈
義
に
基
づ
い
て
、

選
択
本
願
の
称
名
念
仏
の
一
行
に
専
修
す
べ
き
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
親
鷺
も
『
教
行
信
証
』
「
行
巻
」
の
「
正
信
偶
」
の
中
で
、
「
善
導
独
日
明
す
仏
ノ
正
意
寸
」
(
『
浄
真

全
』
二
・
六
三
頁
)
と
示
し
て
い
る
通
り
、
善
導
こ
そ
が
当
時
の
仏
教
界
の
諸
師
の
中
で
傑
出
し
て
、
独

り
阿
弥
陀
仏
の
正
意
を
明
ら
か
に
し
た
人
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
親
驚
も
善
導
の
著
作
を
お
よ

そ一

O
O
文
以
上
も
引
用
し
て
い
る
が
、
己
証
に
よ
っ
て
善
導
の
文
を
読
み
換
え
て
い
る
。

本
章
で
は
、
法
然
・
親
驚
へ
と
続
く
浄
土
教
の
系
譜
に
至
っ
た
中
で
、
特
に
『
往
生
要
集
』
・
『
安
養

集
』
か
ら
善
導
の
思
想
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
の
か
を
考
察
す
る
。

各
章
の
考
察
結
果
を
纏
め
る
に
、
第
一
章
で
は
「
伝
類
」
に
お
け
る
善
導
伝
を
整
理
し
、
そ
の
中
に
お

け
る
善
導
伝
の
問
題
に
つ
い
て
先
行
研
究
を
整
理
し
つ
つ
、
自
身
の
見
解
を
述
べ
た
。
善
導
伝
は
道
宣
『
続
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高
僧
伝
』
に
初
出
し
、
そ
の
後
、
数
多
の
「
伝
類
」
に
善
導
伝
は
記
載
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
内
容
は
必

ず
し
も
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
各
「
伝
類
」
を
編
集
し
た
作
者
の
意
図
に
よ
る

か
、
も
し
く
は
著
者
に
よ
っ
て
新
た
な
史
料
が
発
見
さ
れ
増
補
さ
れ
た
か
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
前
者
は
戒
珠
『
往
生
浄
伝
伝
』
・
遵
式
『
往
生
西
方
略
伝
』
・
王
日
休
『
龍
静
増
広
浄
土
文
』
、

後
者
は
少
康
・
文
誌
『
往
生
西
方
浄
土
瑞
応
酬
伝
』
・
王
古
『
新
修
往
生
伝
』
で
あ
る
。
『
続
高
僧
伝
』

で
は
善
導
の
教
え
を
聞
い
た
者
が
捨
身
し
た
と
す
る
記
事
を
『
往
生
浄
土
伝
』
で
は
、
善
導
自
身
が
捨
身

し
た
と
記
し
た
め
、
後
代
に
善
導
U
捨
身
往
生
者
と
意
識
づ
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
現
在
の
学
説
で
は
否

定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
『
善
導
十
徳
』
に
も
あ
る
よ
う
に
少
な
く
と
も
法
然
は
そ
の
内
容
を
善
導
自
身

の
事
と
し
て
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
遵
式
『
往
生
西
方
略
伝
』
で
は
善
導
リ
阿
弥
陀
仏
の
化
身

と
み
な
し
た
。
中
国
浄
土
教
の
発
展
に
貢
献
し
た
人
物
と
し
て
象
徴
的
な
存
在
で
み
な
し
て
い
た
も
の
で

あ
る
が
、
『
楽
邦
文
類
』
・
『
仏
祖
統
紀
』
に
お
け
る
浄
土
教
第
二
祖
と
し
て
善
導
を
位
置
づ
け
る
基
盤
を

形
成
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
王
日
休
『
龍
野
増
広
浄
土
文
』
で
は
善
導
を
己
厳
な

行
者
と
し
て
描
い
て
い
る
。
少
康
・
文
捻
『
往
生
西
方
浄
土
瑞
応
酬
伝
』
は
前
時
代
に
著
さ
れ
た
『
続
高

僧
伝
』
と
同
じ
に
す
る
記
事
は
全
く
見
え
ず
、
ま
た
王
古
『
新
修
往
生
伝
』
は
善
導
伝
は
『
浄
土
往
生
伝

伝
』
と
内
容
を
同
じ
と
す
る
も
の
の
、
善
道
伝
は
『
往
生
西
方
浄
土
瑞
応
刷
伝
』
に
見
え
る
記
事
も
参

照
し
つ
つ
、
善
導
の
入
寂
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
伝
記
に
関
し
て
ど
ち
ら
も
、
師
の
道

紳
よ
り
弟
子
の
善
導
の
優
位
性
を
示
す
こ
と
や
、
善
導
の
二
人
説
と
い
う
問
題
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
が

管
見
す
る
限
り
、
初
出
の
記
事
も
多
い
こ
と
か
ら
、
新
た
な
史
料
に
基
づ
い
て
善
導
伝
を
著
す
意
図
が
窺

え
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
後
代
に
な
る
に
つ
れ
て
善
導
と
い
う
人
物
が
中
国
浄
土
教
の
第
二
祖
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
至
っ
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
伝
記
が
基
盤
と
な
っ
た
こ
と
は
指
摘
で
き
る
。

第
二
章
で
は
唐
中
期
の
仏
教
者
、
特
に
懐
感
・
法
照
・
飛
錫
の
三
師
に
焦
点
を
あ
て
て
そ
の
思
想
を
考

察
し
た
。
懐
感
は
、
善
導
の
弟
子
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
弥
鞘
所
閉
経
』
に
よ
っ
て
念
を
理
解
し
、

ま
た
『
仏
説
阿
弥
陀
経
』
・
『
仏
説
観
無
量
寿
経
』
・
『
般
舟
三
昧
経
』
・
『
華
厳
経
』
な
ど
で
、
念
仏
の
法

門
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
念
仏
を
行
住
坐
臥
に
行
い
、
終
に
は
念
仏
三
昧
を
得
る
よ
う
に
と
述
べ
る
。

ま
た
そ
れ
は
法
照
に
つ
い
て
も
同
様
で
称
名
念
仏
を
主
張
す
る
も
の
の
、
そ
れ
は
結
局
、
般
舟
三
昧
へ
と

結
び
つ
け
て
い
く
た
め
の
導
入
で
あ
り
、
決
し
て
称
名
念
仏
一
行
の
み
を
重
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

つ
ま
り
法
照
は
、
浄
土
教
を
最
要
な
り
と
す
る
善
導
の
思
想
の
み
を
継
承
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
諸
宗
に

お
け
る
円
融
教
義
を
用
い
て
、
融
和
強
調
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
は
飛
錫
に
も
同
様
の
こ
と
が
い

え
る
。
飛
錫
は
懐
感
・
法
照
の
説
に
拠
っ
て
、
高
声
念
仏
・
五
会
念
仏
を
取
り
上
げ
念
仏
三
昧
の
重
視
を

説
く
。
ま
た
諸
宗
か
ら
の
批
判
を
受
け
、
浄
土
教
の
立
場
か
ら
そ
の
自
説
を
述
べ
る
も
の
の
、
結
局
は
諸

宗
の
立
場
か
ら
浄
土
教
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
と
い
う
点
に
終
着
し
て
い
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、

こ
の
三
師
は
直
接
そ
の
教
説
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
は
管
見
す
る
限
り
、
伝
記
の
中
に
見
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
何
ら
か
の
関
連
性
は
窺
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
三
師
に
お
い
て
は
、
善
導
の
思
想
の
影

響
が
多
少
見
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
諸
宗
の
教
義
と
の
会
通
で
、
浄
土
教
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す

る
の
か
。
そ
の
際
に
思
想
基
盤
と
な
っ
て
用
い
た
の
が
善
導
の
思
想
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
と
は

い
え
こ
の
諸
宗
双
修
の
浄
土
教
を
真
っ
向
か
ら
批
判
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
あ
る
種
、
時
代
に
順
応
し
た

形
と
も
い
え
る
。

第
三
章
で
は
、
善
導
の
玉
部
九
巻
と
い
わ
れ
る
著
作
と
他
に
善
導
が
作
っ
た
と
さ
れ
る
文
に
あ
る
思
想

に
つ
い
て
比
較
・
考
察
し
た
。
現
在
は
、
周
知
の
ご
と
く
善
導
の
書
物
は
良
忠
よ
り
五
部
九
巻
と
い
わ
れ
、

『
観
経
疏
』
を
解
義
分
、
『
観
念
法
門
』
・
『
般
舟
讃
』
・
『
法
事
讃
』
・
『
往
生
礼
讃
』
は
行
儀
分
と
類
別
さ
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れ
善
導
の
思
想
を
理
解
す
る
た
め
の
大
き
な
二
本
柱
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
中
国
に
お
い
て
は
、

必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
柴
田
泰
氏
の
指
摘
通
り
で
あ
る
な
ら
ば
、
善
導
が
入
寂
し
て
以
降
、
か

な
り
早
い
時
代
に
そ
の
著
作
は
散
供
し
て
し
ま
い
、
後
代
の
中
国
仏
教
者
は
『
観
経
疏
』
「
玄
義
分
」
・
『
往

生
礼
讃
』
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
柴
田
泰
氏
に
よ
っ
て
諸
師
の
著
作
に

お
け
る
善
導
の
引
文
を
確
認
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
に
せ
よ
五
部
九
巻
の
内
、
後
代
の
中
国
仏

教
者
に
よ
っ
て
重
視
さ
れ
た
の
は
こ
の
二
巻
だ
け
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
中
国
に
お
い
て
、
善
導
の

思
想
を
鑑
み
る
に
あ
た
り
、
そ
れ
ら
だ
け
の
文
で
は
な
か
っ
た
。
『
念
仏
鏡
』
や
『
臨
終
正
念
訣
』
、
「
勧

化
偏
」
や
「
浄
業
専
雑
二
修
」
な
る
も
の
も
善
導
が
作
っ
た
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
浄
業
専

雑
二
修
」
は
多
少
の
文
字
の
相
異
は
あ
る
も
の
の
『
往
生
礼
讃
』
の
抜
粋
で
あ
り
、
「
勧
化
偏
」
は
こ
の

世
を
厭
い
念
仏
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
勧
め
る
内
容
で
あ
る
た
め
、
善
導
が
作

っ
た
ど
う
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
善
導
の
思
想
と
異
な
る
所
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
『
念
仏
鏡
』
や
『
臨
終
正
念
訣
』
の
内
容
は
善
導
の
思
想
と
相
似
は
す
る
も
の
の
、
全
て
が
善
導

の
思
想
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
は
い
え
、
中
国
に
お
い
て
は
こ
れ

ら
も
善
導
の
著
作
と
み
な
さ
れ
、
後
代
の
「
伝
類
」
に
お
い
て
は
そ
れ
ら
を
善
導
の
著
作
と
し
て
紹
介
し

て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
な
の
か
。
後
代
に
お
い
て
善
導
の
評

価
が
高
ま
る
に
あ
た
り
、
あ
る
意
味
、
思
想
面
か
ら
の
補
強
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、

『
往
生
西
方
浄
土
瑞
応
刷
伝
』
の
中
で
師
の
道
紳
よ
り
も
善
導
は
先
に
三
昧
発
得
を
行
っ
た
こ
と
や
『
浄

土
往
生
伝
』
の
中
で
善
導
は
捨
身
往
生
を
行
っ
て
い
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
事
が
、
後
代
に
評
価

さ
れ
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
行
者
と
し
て
の
善
導
だ
け
で
は
な
く
、
加
え
て
思
想
と
し
て
も
そ
れ
ら
の
性

格
と
合
致
す
る
も
の
を
、
と
い
う
こ
と
で
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
は
推
測
の
域
を

出
な
い
が
、
善
導
が
入
寂
し
て
数
百
年
経
っ
た
後
に
、
善
導
の
書
物
と
し
て
世
に
出
て
き
た
こ
と
を
見
る

に
、
そ
の
説
も
否
定
で
き
な
い
。
何
に
せ
よ
、
玉
部
九
巻
と
い
わ
れ
る
著
作
よ
り
、
中
国
に
お
け
る
善
導

像
を
理
解
す
る
の
に
は
無
理
が
あ
り
、
『
観
経
疏
』
「
玄
義
分
」
・
『
往
生
礼
讃
』
に
追
加
し
て
、
『
念
仏
鏡
』

・
『
臨
終
正
念
訣
』
・
「
勧
化
偶
」
・
「
浄
業
専
雑
二
修
」
と
い
う
も
の
か
ら
改
め
て
善
導
像
を
問
い
直
す
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

第
四
章
で
は
、
宋
代
に
お
け
る
諸
師
に
お
け
る
善
導
の
影
響
を
考
察
し
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
善
導
の

思
想
と
共
通
点
の
あ
る
三
師
を
取
り
上
げ
た
。
ど
の
師
も
善
導
か
ら
は
約
三

0
0
1
四
O
O
年
ほ
ど
経
過

に
な
る
に
も
拘
ら
ず
、
思
想
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
元
照
は
、
善
導
の
『
観
経
疏
』
を
多
く
参

照
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
ま
た
、
念
と
称
を
同
義
語
と
し
、
こ
の
註
釈
は
、
他
の
『
仏
説
観
無
量
寿
経
』

の
註
釈
書
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
『
阿
弥
陀
経
義
疏
』
に
関
し
て
は
、
善
導
の
引
文
は
二
箇
所

し
か
な
い
が
、
や
は
り
称
名
念
仏
を
重
要
視
し
た
と
い
う
点
か
ら
い
え
ば
、
善
導
の
影
響
は
こ
こ
で
も
受

け
て
い
た
と
い
え
る
。
加
え
て
元
照
は
律
師
と
い
わ
れ
る
人
で
あ
り
、
戒
律
の
中
か
ら
、
元
照
独
自
の
浄

土
教
と
の
融
合
思
想
が
看
取
で
き
る
。
ま
た
善
導
と
同
様
に
遵
式
は
働
悔
を
重
視
し
た
人
物
で
あ
る
と
い

え
る
。
但
し
、
善
導
は
二
種
深
信
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
ら
を
罪
悪
な
人
間
と
捉
え
、
痛
烈
な
自
己
内

省
を
す
る
。
遵
式
も
こ
の
点
で
は
同
様
で
あ
る
が
、
病
や
災
い
な
ど
か
ら
逃
避
を
す
る
た
め
に
働
悔
を
行

い
、
呪
術
的
な
側
面
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
善
導
の
自
己
内
省
を
含
む
主
体
的
な
蟻
悔
の
必
要
性
と
は
異

な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
念
」
に
つ
い
て
も
、
西
に
向
か
っ
て
合
掌
し
、
阿
弥
陀
仏
の
名
を
一
息
の

中
に
続
け
て
称
名
す
る
こ
と
を
ご
念
」
、
こ
れ
を
十
回
繰
り
返
す
こ
と
を
「
十
念
」
と
し
た
。
こ
の
よ

う
に
「
念
」
の
内
実
を
改
め
て
定
義
し
、
修
道
と
し
て
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
い
え
ば
、
元
照
と

同
じ
よ
う
に
、
念
と
称
を
同
義
語
と
し
た
。
さ
ら
に
知
礼
は
天
台
宗
的
な
思
考
を
取
り
入
れ
、
理
論
的
に
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『
仏
説
観
無
量
寿
経
』
の
解
釈
を
確
立
し
た
。
観
想
を
成
就
す
る
た
め
の
究
極
的
な
観
念
念
仏
の
思
想
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
思
想
的
な
影
響
と
し
て
、
天
台
思
想
趨
勢
の
中
に
あ
っ
て
浄
土
教
は
注
目
は
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
善
導
の
影
響
は
多
少
見
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、
先
述
し
た
よ
う
に
後
代
に
お
い
て
五
部
九
巻

の
内
、
『
観
経
疏
』
「
玄
義
分
」
と
『
往
生
礼
讃
』
し
か
残
ら
な
か
っ
た
た
め
か
、
そ
の
思
想
を
踏
襲
す

る
者
が
い
な
か
っ
た
。
唐
中
期
の
仏
教
者
と
同
様
に
、
諸
宗
の
融
合
思
想
の
中
か
ら
善
導
の
思
想
を
鑑
み

た
者
が
存
在
し
た
の
み
で
あ
る
。
善
導
は
「
蓮
社
二
祖
」
と
さ
れ
る
が
、
宋
代
に
お
け
る
善
導
像
は
「
般

舟
三
昧
の
高
僧
」
で
あ
り
、
日
本
浄
土
教
で
い
わ
れ
る
「
称
名
念
仏
を
勧
め
た
仏
教
者
」
で
は
な
い
。
あ

る
意
味
、
浄
土
教
を
宋
代
ま
で
に
宣
揚
し
た
諸
師
の
思
想
を
諸
宗
に
融
合
し
、
そ
れ
が
唐
代
の
頃
に
比
べ

て
急
速
化
し
た
形
と
な
る
。
こ
れ
が
宋
代
の
中
国
浄
土
教
の
特
徴
で
あ
る
。

第
五
章
で
は
、
日
本
に
お
け
る
善
導
の
書
物
の
流
伝
並
び
に
そ
の
影
響
を
考
察
し
た
。
善
導
の
書
物
が

日
本
へ
流
伝
さ
れ
た
の
は
奈
良
時
代
で
あ
り
、
浄
土
教
が
日
本
へ
流
伝
し
て
か
ら
間
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
ら
の
書
物
は
流
伝
さ
れ
る
も
の
の
、
全
く
日
の
目
を
見
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
智
光
や
智
環
、

永
超
等
、
浄
土
教
に
関
心
を
示
し
た
者
は
い
る
が
、
善
導
の
著
作
に
ま
で
目
を
向
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
の
時
点
に
お
い
て
善
導
は
、
他
の
浄
土
教
者
比
べ
て
も
特
価
し
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
人
物
だ
っ

た
と
い
え
る
。
そ
の
後
、
善
導
の
書
物
を
再
評
価
し
、
そ
の
思
想
を
鑑
み
た
の
は
源
信
で
あ
っ
た
。
源
信

は
『
往
生
要
集
』
の
中
で
、
善
導
の
著
作
を
十
数
回
引
用
し
、
ま
た
『
観
経
疏
』
だ
け
で
は
な
く
、
『
観

念
法
門
』
・
『
往
生
礼
讃
』
と
幅
広
く
取
り
扱
っ
た
。
師
で
あ
る
良
源
も
『
極
楽
浄
土
九
品
往
生
義
』
と

い
う
浄
土
教
の
書
物
を
著
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
善
導
の
書
物
を
全
く
引
用
し
て
い
な
い
の
に
対

し
て
、
源
信
は
善
導
の
影
響
を
か
な
り
受
け
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は

中
国
仏
教
で
評
価
さ
れ
て
い
た
善
導
像
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
観
察
や
三
昧
思
想
の

理
解
に
あ
た
り
、
善
導
が
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
善
導
の
書
物
を

引
用
し
た
の
は
『
安
養
集
』
で
あ
る
。
そ
の
聞
は
数
十
年
の
差
が
あ
る
が
、
『
往
生
要
集
』
に
は
な
い
善

導
の
念
仏
思
想
や
凡
夫
性
の
重
視
が
窺
え
る
。
『
安
養
集
』
は
単
な
る
諸
師
の
文
を
集
め
た
書
物
で
あ
り
、

著
者
自
身
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
著
者
が
善
導
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響

を
受
け
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
今
ま
で
そ
れ
ら
の
善
導
の
文
を
鑑
み
る
者
は
存
在
し

な
か
っ
た
こ
と
に
比
べ
る
と
、
前
進
し
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
こ
の
後
、
珍
海
・
永
観
な
ど
に
よ
っ
て
さ

ら
に
善
導
の
書
物
は
引
用
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
教
学
書
で
は
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
善
導
の
思
想
ま
で
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
言
う
ま
で
も
な
く
法
然
・
親
鷲
へ
と
そ
の
影
響
は
継
承
さ
れ
て
い
く
。

こ
の
中
で
、
一
貫
し
て
説
か
れ
る
の
は
「
念
仏
思
想
の
大
成
者
」
と
し
て
の
善
導
で
は
な
く
、
「
般
舟

三
昧
の
行
者
」
と
し
て
の
善
導
像
で
あ
る
。
当
初
中
国
に
お
け
る
善
導
の
評
価
は
、
入
寂
以
後
も
高
く
な

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
「
伝
類
」
に
お
い
て
そ
の
改
変
さ
れ
た
行
内
容
と
、
唐
中
期
以
後
の
浄
土

教
と
諸
宗
の
整
合
性
を
は
か
る
に
あ
た
り
、
善
導
の
あ
る
一
面
の
思
想
が
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、

そ
の
評
価
は
高
く
な
り
、
宋
代
に
お
い
て
は
「
蓮
杜
二
祖
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
日
本
に
お
い
て
も
当
初
は
そ
の
評
価
が
変
わ
る
こ
と
な
く
、
あ
く
ま
で
も
篤
勤
精
苦
の
行
者
で
あ
る

善
導
は
如
何
な
る
思
想
を
持
っ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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-
文
献
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
全
て
、
『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』
(
雄
山
閣
出
版
・
一
九
九
八
年
)

の
記
載
に
拠
っ
た
。

2

阿
部
和
雄
・
田
中
良
昭
編
『
中
国
仏
教
研
究
入
門
』
(
大
蔵
出
版
・
二

O
O
六
年
)
三
頁
参
照
。

3
鎌
田
茂
雄
著
『
中
国
仏
教
史
第
一
巻
一
初
伝
期
の
仏
教
』
、
(
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
八
二
年
)

4

柴
田
泰
稿
「
日
中
浄
土
教
比
較
考
|
『
楽
邦
文
類
』
と
『
選
択
集
|
」
(
『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
第
一

四
号
所
収
・
一
九
九
九
年
)
三
頁

5

鎌
田
茂
雄
著
『
中
国
仏
教
史
第
一
巻
一
初
伝
期
の
仏
教
』
(
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
八
二
年
)
七

0

1
七
一
頁
参
照
。

6
道
端
良
秀
稿
「
支
那
浄
土
教
の
時
代
区
分
と
そ
の
地
理
的
考
察
」
(
『
大
谷
学
報
』
第
一
六
巻
第
二
号

所
収
・
一
九
三
五
年
)

7

十
五
同
一
(
一
)
凡
入
報
士
、
(
二
)
念
仏
本
願
、
(
三
)
他
力
往
生
、
(
四
)
唯
勧
西
方
、
(
五
)
偏
勧

弥
陀
、
(
六
)
多
勧
念
仏
、
(
七
)
専
雑
二
修
、
(
八
)
当
根
所
修
、
(
九
)
唯
願
別
時
、
(
一

O
)
二

乗
不
生
、
(
一
一
)
去
此
不
遠
、
(
二
一
)
是
心
作
仏
、
(
二
二
)
諸
行
念
仏
皆
得
往
生
、
(
一
四
)
光

明
摂
取
、
(
一
五
)
口
称
念
仏
。
十
三
異
者
一
(
一
)
身
土
報
化
異
、
挙
三
義
無
取
捨
故
、
士
二
浄

土
漏
無
漏
異
、
亦
通
有
漏
故
、
(
三
)
界
摂
不
摂
異
、
或
是
界
摂
故
、
(
四
)
十
六
観
行
異
、
(
玉
)

上
輩
理
観
異
、
(
六
)
九
品
位
行
異
、
諸
師
説
無
取
捨
故
、
(
七
)
逆
誘
摂
取
異
、
但
約
具
不
約
己
造

未
造
故
、
(
八
)
玉
姓
各
別
異
、
(
九
)
中
下
来
不
異
、
(
一

O
)
浄
土
衆
生
有
漏
無
漏
異
、
(
一
一
)

浄
土
有
苦
無
区
異
、
(
二
一
)
極
楽
時
劫
異
、
(
二
二
)
九
品
同
心
異
。

8
桑
門
秀
我
著
『
出
雲
宗
要
』
(
桑
門
論
題
集
刊
行
所
・
一
九
三
五
年
)
一
二
五

1
一
六

O
頁
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